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 工芸品名 

氏  名（年齢） 

従事 
年数 

住 所 勤務先 推薦団体 功 績 の 概 要 

１ 

越前漆器 

助田
すけだ

 幹夫
みきお

 

（69） 
 

５４ 

年 
鯖江市 自営 

越前漆器 

協同組合 

【伝統技能】 

 漆器製造工程の一部である蒔絵の伝統技法を継承し、高度な技術・技法を持

つ。終始一貫技術の研さんに精励し、技法に関する研究心も旺盛である。また、

漆皮という動物の皮に漆を付けて固め彩色する技法を用いた作品制作に精力

的に取り組んでいる。平成１９年伝統工芸士認定。 

【後進育成】 

 小中学生へ漆器に関する知識の供与や体験実習を行う伝統的工芸品教育事

業に携わり、組合が実施する絵付け体験の指導や実演披露も行うなど、後進育

成に積極的に当たっている。 

２ 

越前打刃物 

高 村
たかむら

 光 一
てるかず

 

（58） 
 

３８ 

年 
越前市 

（株）高

村刃物 

越前打刃物

産地協同組

合連合会 

【伝統技能】 

 伝統技法を継承しつつ、熱処理・刃砥ぎ・プレス・溶接の加工技術を取り入

れ、素材がもつ特性を最大限に引き出しながらオリジナル製品の開発に取り組

み、越前打刃物の可能性を追求している。 

【後進育成】 

 インターンシップを積極的に受け入れ、雇用環境を整備し新卒の採用に努め

ている。伝統技法の確実な継承のため、動画教材づくりに取り組んでいる。 

３ 

郷土工芸品 

（武生桐箪笥） 

松井
まつい

 建士
けんじ

 

（53）  

３４ 

年 
越前市 

松井産業

（有） 

福井県指定

郷土工芸品 

振興協議会 

【伝統技能】 

江戸時代から続く武生桐箪笥の伝統的な技法・技術を忠実に受け継ぎ、高度

な技術は業界において第一人者といわれている。部材の加工から組み立て、塗

装、金具の加工まで箪笥づくりの全工程を一貫して行う。 

【後進育成】 

 「越前ものづくりフェスタ」、「千年未来工藝祭」をはじめとする県内外イベ

ントへの積極的な出店や、ワークショップの開催を通じ、子供たちなど若い世

代の伝統産業への関心を高める努力を続けている。 


